
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
は
、
水

鳥
や
渡
り
鳥
な
ど
の
生
態
系
を
守

る
た
め
湿
地
の
保
全
を
目
的
に
し

た
条
約
で
、
１
９
７
１
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
正
式
名
称
は
「
特

に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的

に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」。

イ
ラ
ン
の
ラ
ム
サ
ー
ル
と
い
う
町

で
開
か
れ
た
会
議
で
採
択
さ
れ
た

た
め
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
条
約
へ
の
加
盟
国
は
１

６
８
ヵ
国
で
登
録
湿
地
数
は
２
２

０
８
ヵ
所
（
２
０
１
５
年
時
点
）
、

日
本
国
内
は
５
０
ヵ
所
と
な
っ
て

お
り
、
釧
路
湿
原
や
尾
瀬
沼
、
琵

琶
湖
、
千
葉
県
内
で
は
谷
津
干
潟

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
省
が
、
３
年
に
一
度
開
か

れ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会

議
を
節
目
に
国
内
の
湿
地
登
録
を

進
め
て
き
て
い
る
た
め
、
署
名
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
は
来
年
、
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
で
予
定
さ
れ
て
い
る
第

１
３
回
締
約
国
会
議
ま
で
に
２
０

万
人
分
を
集
め
て
登
録
に
結
び
付

け
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
署
名
提
出
後
、
自
然

保
護
課
や
道
路
計
画
課
、
水
産
課

な
ど
に
た
い
し
て
要
請
と
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。

行
徳
漁
協
な
ど
が
「
登
録
は
時

期
尚
早
」
だ
と
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
県
側
は
、
「
漁
協
は
条
約

へ
の
登
録
に
反
対
は
し
て
い
な
い

が
、
登
録
よ
り
海
域
の
再
生
が
先

と
言
っ
て
お
り
、
将
来
世
代
が
漁

業
で
食
べ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
望
み
だ
と
思
う
」
と
説
明
。

参
加
者
は
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ

の
登
録
で
、
豊
か
な
海
域
の
海
産

物
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め

る
な
ど
、
発
想
の
転
換
が
必
要
だ
」

と
話
し
ま
し
た
。

埋
め
立
て
計
画
の
白
紙
撤
回
前
、

三
番
瀬
を
横
切
る
形
で
構
想
さ
れ

て
い
た
第
２
湾
岸
道
路
に
つ
い
て

県
側
は
、
「
湾
岸
部
の
交
通
量
や

渋
滞
は
減
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、

第
２
湾
岸
道
路
は
県
に
と
っ
て
必

要
な
道
路
」
と
回
答
。
参
加
者
は

「
渋
滞
も
交
通
量
も
減
っ
て
き
て

い
る
な
ら
、
な
ぜ
固
執
す
る
の
か
」

と
反
論
。
第
２
湾
岸
道
路
構
想
を

撤
回
し
て
三
番
瀬
を
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
す
る
よ
う
重
ね
て
求

め
ま
し
た
。
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丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

世
界
で
は
２
２
０
８

カ
所
が
登
録
済
み

９月７日に開かれた県議会議会運営委員会のなかで、自民党が突如として、予算

委員会のテレビ放映を、現行の３日間から初日の１日だけに減らす提案をしてきま

した。

予算委員会は、毎年、県の当初予算案が議案として提出される２月定例県議会の

なかで３日間開かれてきました。予算そのものを審議するだけでなく、県内で起

こっている具体的な課題への対策や県の姿勢についても議論されてきました。審議

方法は、知事などとの一問一答で行われ、それがそのまま放映されてきました。

自民党が放映時間短縮の理由として挙げたのは、①本会議のテレビ放映が代表質

問だけで一般質問では行われていないのに予算委員会は３日間すべて放映するのは

不均衡、②予算委員会はインターネット中継が行われスマートホンなどでも視聴で

きる、③財政状況が厳しいなか３日間の放映費用が１５００万円かかっている、と

いう３点です。

議会運営委員会で日本共産党は、「議会として、県民のみなさんにたいする公開

度が減ることについて、自民党内でどう検証したのか」と質しましたが、自民党側

からは「どのくらい中継を見ているかわからない。公開度については精査していな

い」との回答でした。

これにたいして「実際に、予算委員会を見たという声を聴いている。放映短縮の

影響を精査もしないで提案するのはおかしい。撤回して出しなおすべきだ」と提

起。「財政状況をいうのであれば、数日間で２０００万円もの経費をかけている海

外視察をやめるべきだ」と指摘しました。

放映時間の短縮という自民党の提案は、９月２５日にあらためて議会運営委員会

を開いて議論することになりました。

９
月
１
１
日
、
「
三
番
瀬
を
守
る
署
名
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、

三
番
瀬
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
を
求
め
る
署
名
を
県
に
提
出

し
ま
し
た
。
今
回
提
出
し
た
の
は
ち
ょ
う
ど
２
万
人
分
で
、
こ

れ
ま
で
の
署
名
と
合
わ
せ
る
と
１
７
万
２
０
１
９
人
分
に
な
り

ま
す
。

三
番
瀬
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
を
求
め

て
県
に
署
名
を
提
出
す
る
参
加
者
。

＝
９
月
１
１
日
・
県
議
会
棟
内

来
年
の
締
約
国
会
議

ま
で
２
０
万
め
ざ
す

登
録
で
海
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
ア
ッ
プ

自
然
壊
す
第
２
湾
岸

道
路
の
撤
回
求
め
る


